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A）
B）
C）
　　　「仏教スピリチュアリティにおける自然のはたらき」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケネス田中（武蔵野大学教授）
発表者としての姿勢：
　　①　　「客観性」に基づく学者より、「主観性」を優先する仏教徒。
　　②「仏教徒」と言っても、浄±真宗本願寺派の影響が強い。
　　③「浄土真宗本願寺派」と言っても、私の独自的な理解。
題名の定義　一　「仏教スピリチュアリティにおける自然のはたらき」
　　①「仏教」＝既に述べた如く。
　　②「スピリチュアリティ」＝「私の究極な最も大切な人生の課題に繋がる聖
　　　　なる体験」（sacred　experience　connected　to　my　ultimate　concern）。「私の
　　　　究極な最も大切な人生の課題」とは、ポール・ティリヒ（Paul　Tillich、1886
　　　　～1965）の「信とは、究極的な関心を保っている状態」（Faith　is　the　state
　　　　of　being　ultimately　concerned．）に基づくものである。
　　③「自然」＝「太陽・空・星・海・川・動植物など、人工物を除くすべてを
　　　　含む外的世界」
　　④　　「はたらき」　＝　私のスピリチュアリティに関わってくる能動的な作用c
存在性
　　①自然界の存在自体がスビリチュアリティに基づく。
　　②『倶舎論』に依るところの宇宙・世界という自然界では、起源・維持・破壊
　　　　という過程を繰り返す。
　　③最初に現れるのは、風（vayu）であるL．
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④所謂、業（karma）に因って起こるものである。
D）　救済性　　（＝慈悲性）
① 阿弥陀仏や大日如来等のはたらきを、求道者が「自然のはたらき」として捉
える。阿弥陀仏の別名　＝　無量寿仏　　（「計り知れないいのち」という仏）
②長谷正當氏の阿弥陀仏の捉え方
（ア）所産的自然とは、五感で捉えられる山や川や海
（イ）能産的自然とは、五感などでは捉えられないはたらきのこと。これ
　　は、観念ではなく、情意的にしか捉えられない．
③　45才で亡くなった母親が身体障害をもつ娘に残した詩：
　　「由紀乃ちゃん、お浄土で待っております．．，お母さんとあなたは、共に
　　風となり野山を駆け巡ることができるでしょう。梢を揺らして小鳥たちと共
　　に歌をうたうこともできるでしょう」
　　しんひせい
E）審美性
①　これは「美しい」と感じるのは、「信」と同じように、スピリチュアリティ
　　の側面の一つである。その意味では、「美」と「信」は同格である。
②　著名な比較宗教学者ウィルフレソド　C．スミス氏（Wilfred　C．　Smith、
　　1916～2000）は、信（faith）をこのように説明する。
（ア）「それ（信）は、自己自身の、隣人に、そして宇宙に対する全人格
　　的な感応である。」
（イ）「Faithは、生き方の質なのである。最良のfaithは、穏やかさや
　　勇気、忠実心や奉仕の形になって現れる。この宇宙を居心地よく感
　　じさせてくれる静かな自信や喜びとなって現れる．．．」
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⑧私の美の体験；以上のように、Faithとは「宇宙」（自然）を対象とする。
　　そして、その自然が「美しい」と感じ取られることによって、その人のスビ
　　リチュアリティを深めるn
（ア）九州の日南海岸の列車の旅
（イ）北カリフォノしニアの威厳のあるセコイア樹林、褐色の丘、ワイン・
カントリー緑色の葡萄畑、朝日に照らされて白く輝く霧。これこそ、「無
量寿・無量寿仏」の世界と感じとり、それから「南無阿弥陀仏」．．．と
自然に眩く私，
